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東
日
本
大
震
災
を
も
た
ら

し
た
３
月
１１
日
の
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
は
、
日
本
列

島
の
地
下
へ
潜
り
込
ん
で
い

く
海
洋
プ
レ
ー
ト
と
陸
地
の

プ
レ
ー
ト
の
境
界
で
、
ふ
だ

ん
は
固
着
し
て
い
る
上
下
の

プ
レ
ー
ト
が
ず
れ
動
い
た
こ

と
で
発
生
し
た
大
地
震
（
海

溝
型
地
震
）
で
あ
る
。
明
治

以
降
の
日
本
付
近
の
海
溝
型

地
震
で
は
、
ず
れ
動
く
範
囲

（
∥
震
源
域
）
は
十
勝
沖
、

宮
城
県
沖
、
相
模
湾
（
関
東

地
震
）
、
遠
州
灘
～
熊
野
灘

（
東
南
海
地
震
）
、
紀
伊
水

道
沖
～
土
佐
沖
（
南
海
地

震
）
な
ど
と
い
っ
た
程
度
ま

で
の
大
き
さ
の
も
の
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
海
溝
型
地
震
の

震
源
域
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
震
源
域
で

数
十
年
～
数
百
年
間
隔
で
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
級
の
地
震

を
起
こ
し
て
き
た
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。

し
か
し
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
・
０
の
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
は
、
少
な
く
と
も

三
陸
沖
中
部
か
ら
茨
城
県
沖

ま
で
、
普
通
な
ら
多
数
の
震

源
域
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ

個
別
に
地
震
を
起
こ
す
と
こ

ろ
が
�
連
動
�
し
た
巨
大
地

震
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

連
動
型
の
巨
大
地
震
は
、
歴

史
上
い
く
つ
か
知
ら
れ
て
い

る
。
１
７
０
３
年
の
元
禄
関

東
地
震
は
、
相
模
湾
だ
け
で

な
く
房
総
半
島
南
方
沖
ま
で

連
動
し
た
。
こ
の
タ
イ
プ
の

関
東
地
震
は
、
２
千
年
程
度

の
間
隔
で
発
生
し
て
い
る
地

形
学
的
証
拠
が
あ
る
。
ま
た

１
７
０
７
年
の
宝
永
地
震

は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
の

三
つ
の
地
震
の
震
源
域
が
連

動
し
た
地
震
で
あ
っ
た
。
東

北
地
方
太
平
洋
岸
で
も
平
野

の
堆
積
物
の
研
究
か
ら
、
８

６
９
年
の
貞
観
津
波
は
仙
台

平
野
で
海
岸
よ
り
３

程
度

内
陸
ま
で
達
し
て
い
た
こ
と

な
ど
が
最
近
解
明
さ
れ
、
連

動
型
の
巨
大
地
震
が
こ
の
津

波
を
発
生
さ
せ
た
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。
災
害
の
多
発
地
域
に
住
む
我

々
日
本
人
は
今
後
ど
の
よ
う
な
備
え
を
す
る
べ
き
か
、
自
然
災
害
科
学
な
ど
を
専

門
と
す
る
熊
木
洋
太
教
授
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

文
学
部
環
境
地
理
学
科
教

授
（
自
然
地
理
学
、
測
量

学
）
。
東
日
本
大
震
災
復
興

測
量
支
援
協
議
会
副
会
長
。

日
本
地
理
学
会
災
害
対
応
本

部
員
。
国
土
地
理
院
や
科
学

技
術
庁
で
地
震
調
査
研
究
に

関
す
る
業
務
を
担
当
し
、
政

府
の
地
震
調
査
委
員
会
委

員
、
地
震
予
知
連
絡
会
委
員

を
務
め
た
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

の
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
周
辺

地
域
の
地
殻
に
働
く
力
の
配

置
が
変
化
し
、
別
の
地
震
が

発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
海
域
で
特

に
要
注
意
な
の
は
青
森
県
の

東
方
沖
や
千
葉
県
東
方
沖
、

日
本
海
溝
の
東
側
な
ど
で
、

相
当
の
大
地
震
に
な
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
余
震
と
と
も

に
、
津
波
に
も
警
戒
が
必
要

で
あ
る
。
東
北
・
関
東
・
中

部
地
方
で
は
陸
域
の
浅
い
場

所
を
震
源
と
す
る
地
震
も
誘

発
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
い

て
、
３
月
１２
日
の
新
潟
・
長

野
県
境
付
近
の
地
震
（
最
大

震
度
６
強
）、１５
日
の
静
岡
県

東
部
の
地
震
（
最
大
震
度
６

強
）、４
月
１１
日
の
福
島
県
浜

通
り
の
地
震
（
最
大
震
度
６

弱
）
な
ど
が
す
で
に
発
生
し

て
い
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
地

震
は
、
い
わ
ゆ
る
直
下
型
地

震
と
し
て
局
地
的
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ

る
。東

海
地
域
や
西
日
本
に
対

し
て
は
、
今

回
の
地
震
が

特
段
の
影
響

を
与
え
る
と

は
考
え
に
く

い
。
東
海
地

震
や
、
今
後

３０
年
間
の
発

生
確
率
が
そ

れ
ぞ
れ
７０
％

程
度
、
６０
％

程
度
と
さ
れ

て
い
る
次
の

東

南

海

地

震
、
南
海
地

震
の
切
迫
性

に
変
わ
り
は

な
い
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
が
連
動
す
る
巨

大
地
震
と
し
て
発
生
す
る
可

能
性
を
想
定
に
入
れ
て
お
く

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
西
日

本
の
陸
域
は
１
９
９
５
年
以

来
大
地
震
が
発
生
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
と
す
る
学
説
が

あ
る
。
今
回
の
地
震
に
関
係

な
く
、警
戒
が
必
要
で
あ
る
。

地
震
は
、
揺
れ
自
体
に
加

え
、
地
盤
の
液
状
化
や
斜
面

崩
壊
等
を
発
生
さ
せ
て
被
害

を
も
た
ら
す
。

揺
れ
に
よ
る
建
造
物
の
破

壊
は
、
１
９
９
５
年
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
際
に
多
く

の
人
命
を
奪
っ
た
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
建
築
時
に
は
そ

の
当
時
の
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
た
が
現
在
の
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
既
存
不
適

格
の
建
築
対
策
が
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
耐

震
補
強
の
費
用
の
一
部
を
援

助
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
二
次
災
害
と
し
て
火
災

が
発
生
し
た
り
広
が
っ
た
り

す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
建
物

の
耐
火
性
を
高
め
た
り
、
延

焼
し
に
く
い
街
作
り
を
進
め

た
り
す
る
の
も
有
効
だ
ろ

う
。液

状
化
は
、
今
回
の
震
災

で
広
範
囲
に
発
生
し
、
例
え

ば
横
浜
市
で
も
被
害
が
生
じ

て
い
る
。
１
９
９
５
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
神

戸
の
埋
め
立
て
地
で
地
盤
が

液
状
化
し
て
泥
水
が
噴
き
出

し
た
り
、
亀
裂
が
で
き
た
り

す
る
現
象
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
た
。
今
回
、
千
葉
市
、

浦
安
市
な
ど
で
ま
っ
た
く
同

じ
状
況
が
生
じ
た
。
低
湿
地

と
そ
の
周
辺
、
川
沿
い
の
砂

地
の
と
こ
ろ
、
盛
り
土
地
・

埋
め
立
て
地
な
ど
が
液
状
化

を
起
こ
し
や
す
い
場
所
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
場
所
で

は
、
建
物
の
耐
震
性
は
高
く

て
も
、
液
状
化
の
発
生
を
想

定
し
て
避
難
対
策
な
ど
を
講

じ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

地
す
べ
り
、
斜
面
崩
壊
、

土
石
流
な
ど
の
土
砂
災
害

は
、
２
０
０
４
年
新
潟
県
中

越
地
震
や
２
０
０
８
年
岩
手

・
宮
城
内
陸
地
震
の
と
き
に

顕
著
で
あ
っ
た
。
今
回
の
地

震
で
は
全
体
的
に
は
土
砂
災

害
の
程
度
は
大
き
く
は
な
い

が
、
仙
台
市
な
ど
の
大
規
模

に
宅
地
化
さ
れ
た
丘
陵
地

で
、
元
の
谷
に
土
を
盛
っ
て

造
成
し
た
と
こ
ろ
で
地
す
べ

り
的
変
動
が
生
じ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
都
市
型
の
斜

面
災
害
は
近
年
注
目
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
２
０
０

６
年
に
は
宅
地
造
成
等
規
制

法
が
改
正
さ
れ
て
国
や
自
治

体
に
よ
る
対
策
が
始
ま
っ

た
。
例
え
ば
川
崎
市
で
は「
大

規
模
盛
土
造
成
地
マ
ッ
プ
」

を
公
表
し
、
地
震
時
に
地
す

べ
り
的
変
動
を
起
こ
し
や
す

い
宅
地
は
ど
こ
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

大
き
な
余
震
や
誘
発
さ
れ

た
地
震
に
よ
り
、
近
い
将
来

再
び
津
波
が
被
災
地
を
襲
う

可
能
性
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。今

回
の
津
波
の
被
災
地
で

は
、
地
震
時
に
数
十
セ
ン
チ

～
１
メ
ー
ト
ル
前
後
沈
降
し

た
の
で
以
前
よ
り

浸
水
し
や
す
く
な

っ
て
い
る
上
、
防

潮
堤
や
防
潮
林
も

破
壊
さ
れ
て
い
た

り
す
る
の
で
小
さ

な
津
波
で
も
要
注

意
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
他
の
地

域
を
含
め
、
例
え

観
測
史
上
に
は
な

く
と
も
連
動
型
の

地
震
の
巨
大
津
波

を
想
定
し
て
お
く

べ
き
で
あ
る
。

土
地
が
沈
降
し
た
と
い
う

こ
と
は
高
潮
の
浸
入
、
川
の

氾
濫
、
雨
水
の
排
水
不
良
な

ど
も
発
生
し
や
す
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
海
岸

堤
防
が
破
壊
さ
れ
た
海
岸
地

域
は
も
と
よ
り
、
川
沿
い
の

地
域
で
は
津
波
の
遡
上
や
地

盤
の
液
状
化
な
ど
の
た
め
河

川
堤
防
が
傷
ん
で
い
る
場
所

も
あ
る
の
で
、
川
の
増
水
時

に
は
従
来
以
上
に
警
戒
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
今
回
の

被
災
地
以
外
で
も
、
地
震
時

に
は
土
地
が
沈
降
す
る
可
能

性
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
１
９
４
６
年
南
海
地
震

で
は
高
知
市
付
近
で
最
大
１

メ
ー
ト
ル
程
度
土
地
が
沈
降

し
、
海
水
が
浸
入
し
た
と
い

う
例
が
あ
る
。

大
地
震
は
、
山
地
斜
面
の

安
定
性
を
減
じ
さ
せ
る
。
１

９
２
３
年
の
関
東
大
震
災

後
、
丹
沢
山
地
で
は
豪
雨
の

た
び
に
土
砂
崩
壊
が
多
数
発

生
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

が
１０
年
く
ら
い
続
い
た
。
今

回
の
地
震
で
揺
れ
が
激
し
か

っ
た
山
地
地
域
で
も
、
長
期

的
に
土
砂
災
害
に
警
戒
す
る

必
要
が
あ
る
。

多
く
の
自
治
体
で
各
種
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し

て
い
る
。
地
震
後
の
原
子
力

発
電
所
の
問
題
を
除
け
ば
、

今
回
の
災
害
現
象
の
種
類
は

従
来
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

対
象
と
し
て
い
る
範
囲
で
あ

り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
土
地

の
揺
れ
や
す
さ
、
液
状
化
の

起
こ
り
や
す
い
場
所
な
ど
を

知
る
こ
と
は
効
果
的
と
言
え

る
。
し
か
し
、
各
地
の
震
度

や
津
波
の
規
模
な
ど
に
つ
い

て
の
項
目
は
、
多
く
の
場
合

近
代
観
測
デ
ー
タ
か
ら
作
ら

れ
た
一
定
の
シ
ナ
リ
オ（�
想

定
″
）に
基
づ
く
も
の
で
、将

来
そ
の
と
お
り
に
な
る
と
は

必
ず
し
も
言
え
な
い
。
�
想

定
�
に
基
づ
く
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
利
用
す
る
場
合
に

は
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置

く
必
要
が
あ
る
。
せ
い
ぜ
い

祖
父
母
の
代
か
ら
の
実
体
験

や
、
た
か
だ
か
百
数
十
年
の

近
代
観
測
結
果
は
、
地
殻
内

の
現
象
を
知
る
に
は
十
分
と

は
言
え
な
い
。
こ
れ
が
今
回

の
震
災
の
大
き
な
教
訓
で
あ

る
。

東
日
本
大
震
災

３
・
１１

◀

土
地
が
沈
降
し
、
広
範
囲
に
浸
水

し
た
陸
前
高
田
市
の
市
街
地

〝〝連連動動〟〟型型のの巨巨大大地地震震

▲ 福島県が作成していた津波浸水想定区域図の一部（左）と、東

日本大震災での津波の浸水範囲（右、日本地理学会災害対応本

部津波被災マップ作成チームによる）

く
ま

き

よ
う

た

文
学
部
教
授

熊
木

洋
太

大津波を発生させた

三
陸
沖
中
部
か
ら
茨
城
県
沖
ま
で

今
後
の
地
震
活
動
は
？

再
度
の
津
波
、水
害
に
も
注
意
を

広
範
囲
に
起
き
た
液
状
化
現
象

〝
想
定
〟の
限
界

▲ 今後３０年間に震度６弱以上の揺れに見舞われ
る確率（地震調査委員会による、２０１０年１月１
日時点）。東北・関東地方については大幅な
改定が必要となっている。

▲ 被害を受け、ブルーシートで覆われた

河川堤防（水戸市の那珂川、４月２７日）

稿
寄

第４８８号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１１年（平成２３年）５月１５日（３）


